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【はじめに】現在，超短パルス円偏光照射により外部磁場無しで偏光回転方向に対応した磁化形成が

可能となる円偏光誘起磁化反転現象[1]の発見により，磁気記録の飛躍的高速化の手法として本現象の利

用が期待されている．本現象は，現象論的に逆ファラデー効果として議論されるが，詳細な磁化反転

機構の解明が強く望まれている．本報告では，上記現象の発現機構の 1 つとして，近年発見された超

短熱パルス誘起磁化反転現象[2]と超短パルス光に対する磁気円二色性の複合現象による可能性を検討

した．主に，GdFeCo試料における超短パルス光に対する磁気円二色性の計測結果について報告する． 

【実験方法】測定条件は，中心波長 800 nm半値全幅 90 fsの超短パルス光を繰り返し周波数 500 Hzで

試料に垂直入射した．試料はマグネトロンスパッタ法で作製した SiN (60 nm) / Gd25Fe65.63Co9.37 (30 nm) 

/ SiN (5 nm) / AlTi (10 nm) / glass sub. を用いた．磁気円二色性の測定では，垂直磁化 GdFeCo薄膜の 2

つの飽和磁化状態(+M，-M)に対し左右円偏光入射時の透過率，反射率計測値から吸収率を求めた． 

【結果と考察】まず，本計測条件において円偏光誘起磁化反転が入射光強度 1.9 μJ/パルス 付近で生じる事

を確認した．以下の測定では磁化反転を生じない入射光強度 1.5 μJ/パルス にて行った．図 1は，磁化方向

がレーザ光伝搬方向と平行である+M及び反平行である-Mの状態に対し(a) 右回り円偏光，(b) 左回り

円偏光を 180 パルス照射した結果より求めた実効的吸収率のヒストグラムを示す．結果，超短パルス

光照射において，左右いずれの偏光においても磁化方向

による約 0.3 % の吸収率差を確認でき，磁気円二色性を

有することを明らかにした． 

一方，超短熱パルス誘起磁化反転現象はパルス光の吸

収エネルギー密度がある閾値を超えた領域にて磁化反転

を生じる現象である．従って，図 1 に示す結果より，磁

化方向による吸収率差の中央値において超短熱パルス誘

起磁化反転閾値となるよう光強度を調整する事で，光照

射後の磁化状態は初期磁化状態によらず円偏光のカイラ

リティのみに依存する事となる．すなわち，超短熱パル

ス誘起磁化反転現象と磁気円二色性の複合モデルにより

円偏光誘起磁化反転現象を生じ得ることを示している． 
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図 1 超短パルス光照射にに対する吸収率 

の磁化状態及び偏光依存性 

(a)右回り円偏光照射，(b)左回り円偏光照射 

入射光強度：1.5μJ/パルス 

パルス長：90 fs (半値全幅) 

(a) 

(b) 

Gd25Fe65.63Co9.37 (30 nm) 
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